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新規制基準施⾏に伴う各プラントの申請状況について
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※：⾼浜1,2号機については保安規定変更認可申請が未実施

①原⼦炉設置変更許可 ： 申請書に記載の重⼤事故等対処設備の設置及び体制の整備等の基本設計が、設置許可基準に適合していることを確認。
②⼯事計画認可 ： 原⼦炉設置変更許可において、許可された原⼦炉施設の基本設計に基づく詳細設計(⼯事計画)が、技術基準に適合していることを確認。
③保安規定認可 ： 運転管理(⼿順、体制等)等、原⼦炉施設の運⽤に関する事項を規定した保安規定について、原⼦炉等における災害の防⽌上、⼗分で

あることを確認。
④使⽤前検査 ： 認可を受けた⼯事計画どおりに製作、設置され、所定の機能・性能等を有していることを、記録または実運転により確認。
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発電機⾃動停⽌に伴い
原⼦炉⾃動停⽌
（H28.2.29）

再稼動
(H28.2.1)

⼤津地裁
仮処分命令
により停⽌
(H28.3.10)

１



⾼浜３、４号機の再稼動実績について

燃料
装荷 発電機並列・調整運転

１次冷却
材系統

昇温・昇圧
原⼦炉容器組⽴
〜冷態機能検査

原⼦炉起動：1/29
臨界：1/30

発電機並列：2/  1
総合負荷性能検査：2/26
→定期検査を終了し、本格運転開始

発電機解列：3/10
原⼦炉停⽌：3/10

本格
運転

３
号
機
実
績

４
号
機
実
績

平成27年
12⽉ 平成2８年 1⽉ 2⽉ 3⽉

原⼦炉起動・臨界・タービン起動

⼤津地裁仮処分命令
により停⽌

3/28
▼

使⽤前検査

燃料
装荷使⽤前検査 原⼦炉容器組⽴

〜冷態機能検査
１次冷却
材系統

昇温・昇圧

原⼦炉起動・臨界・タービン起動

発電機⾃動停⽌に伴う
原⼦炉⾃動停⽌

※１：２⽉２０⽇に管理区域内における⽔漏れ

※１

12/25 12/30 1/19 1/24 2/１ 2/26 3/10

1/31 2/5 2/16 2/22 2/29

原⼦炉起動：2/26
臨界：2/27

発電機並列：2/29
→原⼦炉⾃動停⽌※２

２

※２：３⽉９⽇に原⼦⼒規制委員会へ原⼦炉
施設故障等報告書(原因調査結果・対策)、
３⽉１６⽇に同補正書を提出

定期検査

定期検査



⾼浜１、２（３、４）号機の新規制基準および運転期間の延⻑申請について

H26年度 H27年度 H28年度

延⻑認可申請期間
（H27.4.8〜7.8）

運転期間満了
（延⻑認可期限）
（Ｈ28.7.7）

▽

延⻑認可申請
（H27.4.30）

▼

原⼦炉設置変更許可申請
（H27.3.17）

▼

⼯事計画認可申請
（H27.7.3）

▼

補正申請
（H27.7.3）

▼

特別点検開始
(H26.12.1）

▼

※：40年を超えて運転を⾏うには、原⼦炉設置変更許可、⼯事計画認可および運転期間延⻑認可が必要。運転期間延⻑認可を受けようとする場合は、
期間満了⽇の１年３ヵ⽉前〜１年前までに運転期間延⻑認可申請を原⼦⼒規制員会に提出する必要がある。

【審査状況】
〇新規制基準適合性に係る申請
・設置変更許可

審査書案が了承され、パブリックコメント実施（2/25〜3/25）

〇運転期間延⻑認可に係る申請
これまで、原⼦炉容器等に対する特別点検の結果および主要劣化事象（中性⼦照射脆化、疲労等）の評価
に係る審査が⾏われた。
現在、耐震安全性評価等についての審査を実施中。

現時点
（3.28）

▼

４

⼯事計画認可に係る審査期間

原⼦炉設置変更許可に係る審査期間

運転期間延⻑認可に係る審査期間

新規制基準
適合性に係る

申請

運転期間延⻑
認可に係る

申請※

特別点検、
劣化状況の評価

補正申請
（H28.1.22、2.10）

▼ ▼

３

補正申請
（H27.11.16）

▼

補正申請
（H28.2.29）

▼

補正申請
（H27.11.16）

▼

補正申請
（H28.1.22、2.29）
▼ ▼



⾼浜１、２（３、４）号機の原⼦炉設置変更許可申請について ４

平成27年
2⽉12⽇

⾼浜3、4号機の設置変更を許可。
（1、2号機の原⼦炉に燃料を装荷しないことが前提）

平成27年
3⽉17⽇

⾼浜1、2（３、４）号機の原⼦炉設置変更許可を申請。
⾼浜１、２号機については、新規制基準適合性に係る申請を実施。
なお、３、４号機については、１、２号機を運転（燃料を装荷）する場
合、同時発災時の対応や緊急時対策所の変更が必要となるため、該当
部分について申請。

平成28年
1⽉22⽇、
平成28年
２⽉10⽇

⾼浜1、2（３、４）号機の原⼦炉設置変更許可申請の補
正書を提出。

平成28年
2⽉24⽇ ⾼浜1、2（３、４）号機の審査書案が了承。

平成28年
2⽉25⽇

〜
平成28年
3⽉25⽇

⾼浜1、2（３、４）号機の審査書案について、パブリックコメン
トを実施。

1、2号機の原⼦炉に燃料を
装荷しないことが前提

⾼浜３、４号機
設置変更許可

（平成27年2⽉12⽇）

⾼浜１、２（３、４）号機
設置変更許可申請

（平成27年3⽉17⽇）

⾼浜１、２（３、４）号機
設置変更許可

全号機運転を前提



⾼浜発電所で計画している主な⼯事

⼯事件名 号機 概要

海⽔取⽔設備移設⼯事 2号機 基準地震動の⾒直し（550ガル→700ガル）を踏まえ、
強固な岩盤上に海⽔管を移設する。

ケーブル⽕災防護対策⼯事 1号機
2号機

ケーブル⽕災防護対策として、ケーブルの系統分離強化および
防⽕シート等の防⽕措置を実施する。

格納容器上部遮蔽設置⼯事 1号機
2号機

重⼤事故時に原⼦炉格納容器からのスカイシャインガンマ線を
低減し、屋外作業における被ばく低減を図るため、格納容器上
部外側に鉄筋コンクリート造の遮蔽体を設置する。

緊急時対策所設置⼯事 共⽤
・基準地震動で機能喪失しないこと
・基準津波の影響を受けないこと
・共通要因で中央制御室と同時に機能喪失しないこと 等
以上の要求事項に適合する緊急時対策所を設置する。

海⽔ポンプ防護⼟⽯流
対策⼯事 2号機 ⼟⽯流対策として堰堤を設置することにより、堰堤下流に位置

する海⽔ポンプへの⼟⽯流による影響を排除する。

⼯事件名 号機 概要

免震事務棟設置⼯事 共⽤ 事故対応⽀援要員をより多く収容するための施設として、免震
構造を有する建屋を設置する。

○新規制基準対応として計画している⼯事

○⾃主的対応として計画している⼯事

５

⾼浜発電所で計画している主な⼯事は以下のとおり。

６

７



既設海⽔管ルート

海⽔ポンプ室

新設海⽔管ルート案
（海⽔管トンネル）

＊現在現場調査中の状況であり、
配管ルートを含め⼯事概要につい
ては検討段階のもの。

海⽔取⽔設備移設⼯事

海⽔管

＜施⼯後イメージ＞
地表

岩盤

堆積層

海⽔管トンネル海⽔管

＜施⼯前イメージ＞
地表堆積層

岩盤

○基準地震動の⾒直し（５５０ガル→７００ガル）を踏まえ、強固な岩盤上に海⽔管を移設し、
海⽔管が設置されている地盤の⽀持性能を向上する。

６

トンネル、配管敷設(案)

２号機取水設備２号機海水管



海⽔ポンプ防護⼟⽯流対策⼯事

○国⼟交通省が⽰す⼟⽯流危険区域内に、安全上の重要施設である海⽔ポンプがあるため、⼟
⽯流危険渓流の下流付近に堰堤を３箇所設置し、海⽔ポンプへの影響を排除する。

７

＜堰堤断⾯図＞＜⼯事範囲図＞

２号機海⽔ポンプ

堰堤



対象数 主な申請設備等

約６０設備

主な審査項⽬ 審査内容

地震津波等
地質（破砕帯）、地震動（基準地震動Ss：８５６ガル）、津波（基準津波⾼さ：T.P.＋６．３ｍ）、
地盤・斜⾯の安定性、耐震設計⽅針、⽕⼭影響評価 等

技術的能⼒ 事故時操作所則等の⼿順の整備と訓練の実施、必要な⼈員確保等の体制の整備

原⼦炉設置変更許可申請

⼯事計画認可申請

保安規定変更認可申請

項⽬ 主な内容

保安管理体制 ○原⼦炉主任技術者をユニット毎に選任
○電気主任技術者およびボイラー・タービン主任技術者の職務範囲(⼯事に関する保安の監督等)を新規に規定 他

運転管理 ○重⼤事故等対処設備に対する運転上の制限※の新規設定
○体制の整備（重⼤事故等発⽣時、⽕災発⽣時、内部溢⽔発⽣時）

○平成２５年７⽉８⽇に申請、同年８⽉５⽇に追加申請。

○平成２５年７⽉８⽇に申請。

可搬式代替低圧注⽔ポンプ恒設代替低圧注⽔ポンプ空冷式⾮常⽤発電装置

【その他】
・可搬式空気圧縮機、
・可搬型空間線量率
測定器（エリアモニタ） 等

⼤飯3、4号機 新規制基準適合性に係る申請状況について

○平成２５年７⽉８⽇に申請。地震津波等の審査は終了し、技術的能⼒の審査を実施中。

８

※：保安規定には、安全機能を確保するために必要な動作可能機器等の台数や原⼦炉の状態ごとに遵守すべき温度・圧⼒等の制限を定めており、これを「運転上の制限」と⾔う。



美浜３号機の新規制基準および運転期間の延⻑申請について

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
以降

原⼦炉設置変更許可申請
（H27.3.17）

▼

特別点検開始
（H27.5.16）

▼

保安規定変更認可申請
（H27.３.17）

▼
保安規定変更認可の審査

原⼦炉設置変更許可の審査
新規制基準
適合性に係る

申請

運転期間延⻑
認可に係る

申請※

基準地震動策定
（H27.8.21）

▼

特別点検、劣化状況の評価

運転期間満了
（延⻑認可期限）
（Ｈ28.11.30）

※：40年を超えて運転を⾏うには、原⼦炉設置変更許可、⼯事計画認可および運転期間延⻑認可が必要。運転期間延⻑認可を受けようとする場合は、
期間満了⽇の１年３ヵ⽉前〜１年前までに運転期間延⻑認可申請を原⼦⼒規制員会に提出する必要がある。

延⻑認可申請期間
（H27.９.１〜１２.１）

⼯事計画認可申請
（H27.11.26）

▼

運転期間延⻑認可に係る審査期間

延⻑認可申請
（H27.11.26）

▼

【審査状況】
〇新規制基準適合性に係る申請

設置変更許可については、施設の耐震評価、地震・津波に係る審査を実施中。
現在、耐震評価の妥当性を説明するため、⼀次冷却ループ設備（蒸気発⽣器等）について加振試験を実施中。

〇運転期間延⻑認可に係る申請
原⼦炉容器等に対する特別点検結果、劣化状況評価の審査を実施中。

Ｈ28.3.28
現在
▼

再稼動までに
認可

９

補正申請
（H28.3.10）

▼

補正申請
（H28.2.29）

▼
⼯事計画認可に係る審査期間


